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〈概要〉 
全 腹 腔 鏡 下 子 宮 全 摘 出 術 （ Total 
Laparoscopic Hysterectomy : TLH）は全ての
手技を腹腔鏡下で行うため高度な技術が必要と
され、当院ではこれまで腹腔鏡補助下腟式子宮


































（当院産婦人科医師 2 名、手術室看護師 1














ル統計 2012 を使用し、2 群間の比較は Mann-













































図 1 これまで使用していた手術器材 









（Clinical Innovations, LLC） 
































































図 3 人員・機器配置 
左:これまでの人員・機器配置 
右：新たな人員・機器配置 
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約 3 か月の準備期間を経て、当院で 1 例目と
なる TLH を実施し、現在までに 20 例を大き
な合併症なく遂行することができた。 
図 6 尿管ステント挿入とその固定方法 
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2014 年 4 月より同時期に実施した TLH と




















































図 7 当院における TLH の手順  
表 1 当院における TLH と LAVH 症例の比較 




TLH	 N=20 LAVH	 N=6 P	 value
年齢 50.7±10.7 47±3.9 	 ＞	 0.05
手術時間(分) 153.0±10.7 201.3±16.4 0.0017
出血量（m l） 63.8±139.9 139.5±129.5 	 ＞	 0.05
検体重量(g) 162.7±88.3 119.8±44.7 	 ＞	 0.05
入院日数(日) 6.5±1.0 9±2.3 0.0011
M ean±S.D.
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約 3 か月の準備期間を経て、当院で 1 例目
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